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別紙様式１－１ 

沖縄県立球陽高等学校・球陽中学校 指定第２期目 30～04 

 

❶令和２年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

①  研究開発課題  

 国際性豊かで主体的な探究心と論理的思考力・表現力を身に付けた人材の育成 

 ② 研究開発の概要  

 研究対象を全校生徒に広げ、SSH 第 1 期の研究成果を継続実施するとともに、新たに「文系分野の探究
的なプログラム」「理数能力に突出した生徒の中高一貫した科学技術人材育成プログラム」「国際性豊か
なコミュニケーション能力育成プログラム」等の研究・開発を行う。 
 研究開発の柱は、以下の 3つである。 
 ア 幅広い知見を身に付けた主体的な探究心の育成 
 イ 探究活動を通した論理的思考力と表現力の育成 
 ウ 対話的な協働実践力と国際性豊かなコミュニケーション能力の育成 

③ 令和２年度実施規模  

学 科 
1 年生 2 年生 3 年生 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

理数科 160 4 162 4 162 4 484 12 

国際英語科 115 3 125 3 118 3 358 9 

（備考）令和２年度のＳＳＨ対象生徒は、理数科全学年と国際英語科２学年。国際英語科 3年生は国際

探究Ⅱ選択者のみを対象とした。 

中 学 

中学 1 年生 中学 2 年生 中学３年生 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

80 2 80 2 40 1 200 5 

(備考)令和２年度の球陽中学校ＳＳＨ対象者は、中学サイエンス部に所属の生徒のみ 
 

 ④ 研究開発内容  

○研究計画 

第 1年次 （平成 30年度） 
ア．幅広い知見を身に付けた主体的な探究心の育成 
① １学年理数科必修 学校設定科目「ＳＳ理数探究Ⅰ」の実施 
② ２学年理数科必修「知財・特許講座」、全校生徒対象「ＳＳＨ講演会」等の実施 
③ １学年理数科必修 高大連携「球陽 SSH講座（理数全領域）」の実施 
④ １学年全員対象「理科野外実習」の実施 
⑤ 全校生徒対象「球陽気象台」の実施 

イ．探究活動を通した論理的思考力と表現力の育成 
① ２学年理数科必修 学校設定科目「ＳＳＨ探究Ⅱ」の実施 
② ３学年理数科必修 学校設定科目「ＳＳＨ探究Ⅲ」の実施 
③ ２学年理数科必修  運営指導委員（琉球大学）を招いた SS理数探究Ⅱ「テーマ検討

会」「中間発表会」「分野別校内研究発表会」の実施 
 ④ 国際英語科必修の「国際探究Ⅰ」の探究的なプログラムの研究・開発 
 ⑤ 「球陽高校ＳＳＨ生徒研究発表会」（中学部および高校１、２学年対象）の実施 
 ⑥ 「大学・企業・研究施設研修の実施」 
 ⑦ 科学系部活動「ＳＳクラブ」における３年間の指導システムの研究・開発 
 ⑧ 希望者対象外部プログラム（科学オリンピック、沖縄科学グランプリ、沖縄県生徒科

学賞作品展、SCORE!サイエンス in沖縄等）への積極的参加 
 ⑨ 理数分野に優れた生徒に対する中高一貫型科学技術人材育成プログラムの研究・開

発 
⑩ 探究的な学習における「主体性を含む多面的・総合的評価」の研究・開発 

ウ．対話的な協働実践力と国際性豊かなコミュニケーション能力の育成  
① 学校設定科目「科学英語」（２学年理数科対象）の実施 
② 英語を中心としたクロスカリキュラムの実施 
③ 校内英語活動の活性化として、サイエンス・イングリッシュラボなどの実施 

 ④ ＳＳＨ英語講座・講演会として、希望者対象にサイエンス・ダイアログや沖縄科学技
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術大学院大学（OIST）研究者による講座などの実施 
 ⑤ SSH海外サイエンス研修の実施 
 ⑥ 沖縄県主催「海外サイエンス体験短期研修」への積極的参加 

第 2 年次 （令和元年度） 
 第 1 年次の取組に以下の変更・追加を加える。 
イ．探究活動を通した論理的思考力と表現力の育成 
① ２学年理数科必修 学校設定科目「ＳＳ理数探究Ⅱ」の実施  
② ２学年国際英語科必修 学校設定科目「国際探究Ⅰ」および「海外研修」実施 
③ 国際英語科選択の「国際探究Ⅱ」の次年度実施に向けて探究的なプログラムの研究・

開発 
 ④ 課題研究に対する｢主体性を含む多面的・総合的評価」の実施 

第 3 年次 （令和２年度） 
 第２年次の取組に以下の変更、追加を加える。 
イ．探究活動を通した論理的思考力と表現力の育成 
① ３学年理数科必修 学校設定科目「ＳＳ理数探究Ⅲ」の実施 
② ３学年国際英語科選択 学校設定科目「国際探究Ⅱ」の実施 
③ 課題研究に対する「主体性を含む多面的・総合的評価」の再検討 

第 4 年次 （令和３年度） 
 中間評価の結果を踏まえて、各実施項目の内容を修正・変更して継続的に実施する。 

第 5 年次 （令和４年度） 
第４年次までの実施項目の検証を踏まえて、５年間の成果と検証評価を実施する。 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

平成 30 年度以降入学生の理数科では、２学年において総合的な学習の時間（２単位）の代替として

「ＳＳ理数探究Ⅱ」（３単位）を設定。３学年において課題研究（１単位）の代替として「ＳＳ理数探

究Ⅲ」（１単位）を設定。 

平成 30 年度以降入学生の国際英語科では、２学年において総合的な学習の時間（２単位）の代替と

して「国際探究Ⅰ」（２単位）を設定。 

 

○令和２年度の教育課程の内容 

ア 学校設定科目 

 １学年理数科：「ＳＳ理数探究Ⅰ」（１単位） 

 ２学年理数科：「ＳＳ理数探究Ⅱ」（３単位）、「科学英語」（１単位） 

 ３学年理数科：「ＳＳ理数探究Ⅲ」（１単位） 

 ２学年国際英語科：「国際探究Ⅰ」（２単位） 

 ３学年国際英語科：「国際探究Ⅱ」（２単位 選択科目） 

イ 課外活動：ＳＳクラブ、ＳＳＨ講座、ＳＳＨ講演会、球陽ＳＳＨ講座 

 

○具体的な研究事項・活動内容 

(1) 幅広い知見を身に付けた主体的な探究心の育成 

① 学校設定科目「ＳＳ理数探究Ⅰ」（１学年理数科） 

   研究の構成力や探究活動に必要な基礎スキルを育成するために、年度前半は、４つのラウンド

（クリティカルシンキング、データ表現、データ解析、統計基礎）を新設して実施した。また後半

の授業では、生徒が主体的に選択した物化生地数５領域の中でグループ編成し、次年度の「ＳＳ

理数探究Ⅱ」に向けた研究テーマの検討や予備実験を行った。 

② ＳＳＨ講座・講演会 

   琉球大学から講師を招聘し「バイオテクノロジー講習」を実施。また、本校図書館との連携事業

である「サイエンス・ライブラリー」、国立研究開発法人 森林総合研究所から講師を招いた記念

講演を実施した。 

③ 球陽ＳＳＨ講座 

   琉球大学との連携による球陽ＳＳＨ講座（理数５領域）を実施した。 

④ 理科野外実習（1学年全生徒） 

   沖縄本島中北部の野外実習を教員による実習地からのオンライン配信と小規模に分散した実習

を行った。郷土の自然に対する幅広い知見を身に付けることができた。 
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(2) 探究活動を通した論理的思考力と表現力の育成 

 ① 学校設定科目「ＳＳ理数探究Ⅱ」（２学年理数科） 

    少人数グループで研究課題を設定し、年間を通して探究活動を行った。表現力の育成と指導助

言を仰ぐため研究成果は各種大会に応募し、各領域の優れた研究成果は球陽高校ＳＳＨ生徒研究

発表会において発表した。また運営指導委員（琉球大学）を招いた「テーマ検討会」「中間発表

会」「分野別校内研究発表会」を実施し、専門的な助言を得ることで、研究内容の向上が図られ

た。 

 ② 学校設定科目「ＳＳ理数探究Ⅲ」（３学年理数科） 

    １単位を前期まとめ取りで実施した。２学年の「SS理数探究Ⅱ」における研究結果を論文形式

にまとめ、論理的な表現力を育成した。 

 ③ 学校設定科目「国際探究Ⅰ」（２学年国際英語科） 

    前年度の分野別アンケート調査を基に少人数グループに分け、「SGDs」や「沖縄 21世紀ビジョ

ン」など地域や国際社会が抱える課題をテーマに課題研究を行った。７月に「テーマ検討会」、12

月に「分野別報告会」、１月に「国際英語科発表会」を行った。また、優れた研究成果は球陽高校

SSH 生徒研究発表会において発表した。 

 ④ 学校設定科目「国際探究Ⅱ」（３学年国際英語科 選択科目） 

    前年度の課題研究での成果を基にさらに深める活動を行った。 

 ⑤ 球陽高校ＳＳＨ生徒研究発表会 

 発表数はＳＳ理数探究Ⅱおよび科学系部活動の研究成果から 20点に国際探究Ⅰから選出した

代表８点を加え、さらに中学サイエンス部の活動の成果報告２点を加えた計 30点の発表会を行

った。理数系の 20点の発表のうち７点を英語発表で実施した。 

  ⑥ 大学・企業・研究施設研修、県外 SSH校交流 

 ２学年理数科「東京つくば研修旅行」、2学年国際英語科で「海外研修（台湾）」は新型コロ

ナ感染拡大防止の観点から今年度は中止とした。「総合的な探究の時間」代替企画として、規模

を縮小し県内でのフィールドワークを実施した。 

 また、「県外 SSH校交流研修」では、科学系部活動生を優先的に募り、京都府立桃山高等学校

の科学系部活動の生徒とオンラインで交流を行い、探究活動の意識向上や研究内容を発表し合っ

た。 

 ⑦ 科学系部活動「ＳＳクラブ」（中学・高校全学年希望者対象、放課後） 

    物理部、化学部、生物部、地学部、数学部、中学サイエンス部を設定している。琉球大学等と

連携した探究活動や海外・県外研修等に参加することで高度な科学研究を推進した。また、各種

コンテストに積極的に応募し、大会での多数入賞の成果を挙げた。 

 ⑧ 希望者対象外部プログラムによる探究活動（高校全学年希望者、科学系部活動生徒対象） 

    大学主催の論文コンテスト、県高等学校総合文化祭、沖縄青少年科学作品展、SCORE!サイエン

ス in沖縄、科学の甲子園沖縄予選、論文応募等に積極的に参加した。 

 ⑨ 中高一貫型科学技術人材育成プログラムの研究・開発（中学生希望者対象、放課後） 

    中学生対象にサイエンス部を設置し探究活動を行っている。特に理数分野に優れた中学生にお

いては、琉球大学「ジュニアドクター育成塾」等に参加することで、その理数能力の伸長を図っ

た。 

 ⑩ 探究的な学習における「主体性を含む多面的・総合的評価」（全生徒対象） 

    ＳＳ理数探究Ⅱにおいて定期的な発表活動のための「ルーブリック評価」や日ごろの思考や内

面を評価する「ポートフォリオ評価」など、本校独自の「パフォーマンス評価」を導入した。さら

に通常授業における「教師相互の授業見学」の推進などを通して、「対話的で深い学び」の評価方

法に関する研究開発に取り組んだ。 
 

(3) 対話的な協働実践力と国際性豊かなコミュニケーション能力の育成 

  ① 国際性を育む英語指導の工夫 

 理数科「英語表現Ⅰ・Ⅱ」、国際英語科「異文化理解」において、対話的な協働実践力と国際性

豊かなコミュニケーション能力の育成を図った。両科の授業とも１学年次から ALTの指導のもと、

言語活動の４技能の修得とリサーチ、プレゼンテーション、ディベート活動を取り入れ、英語運

用能力の向上に取り組んできた。そのスキルや英語力を課題研究のプログラムと連動させ、発表

活動に活かせるよう工夫した。 
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  ② 校内英語活動の活性化 

学校設定科目「科学英語」は２学年理数科(全４クラス)において１単位で開設し、自然科学の議

論を英語で行えるよう指導を行った。ディスカッション、ディベートの基礎的ルールから指導し、

段階的にスキルが身につくよう指導を工夫し、扱う論題も身近な社会課題から自然科学へとレベ

ルを上げ、チーム一丸となって綿密なリサーチを行うよう指導した。ジャッジに当たる生徒が評

価できるよう「Can Doリスト」を開発し、英語でのディベート活動を通してコミュニケーション

能力と、論理的思考力・表現力と対話的な協働実践力を育成した。また、即興型の「パーラメンタ

リーディベート」を授業で取り組めるよう ALTとカリキュラムを開発し、ALTおよび JTE（日本人

英語教諭）とティームティーチング体制を構築した。 

校内でのスピーチコンテスト（７月）・ディベートコンテスト（２月）を行い、日常的な話題か

ら時事問題や社会問題まで幅広い話題について英語を通して情報や考えなどを的確に理解したり

適切に伝え合ったりする能力を養った 

「海外高校生交流」として、在沖米軍嘉手納基地内カデナハイスクール高校生との交流プログ

ラムをオンラインで実施した。沖縄や学校の紹介を英語でプレゼンテーションすることを中心に、

開発教育を交えつつ、懇親を深めるコミュニケーション活動を行った。 

  ③ SSH英語講座・講演会 

 ２学年両科を対象に「サイエンス・ダイアログ」、１学年理数科を対象に「米国総領事館との

連携による講演会」を実施した。科学分野における英語の重要性を理解し、世界の課題解決に取

り組む人やその分野を知ることで、国際的視野を広げる機会となった。 

  ④ 各種ワークショップ 

  希望者を対象に「沖縄科学技術大学院大学（OIST）研究者による英語講座＆サイエンスワー

クショップ」を実施した。また、「サイエンス・イングリッシュ・ラボ」では、希望者を対象に、

理科職員、FLT・ALT の協力で英語による科学実験を行った。さらに実験の概要をスライドでプ

レゼンテーションし、ディスカッションを行うという活動を取り入れた。 
 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 

(1) 球陽高校ＳＳＨ説明会・球陽高校 SSH生徒研究発表会 

 毎年２月に実施し、本校ＳＳＨ事業の成果を県内外の高校へ普及した。特に生徒研究発表会では、

本校中学生および推薦入試で内定した中学生にも参加を呼びかけ、生徒の課題研究の裾野を広げる取

り組みを行った。※令和２年度は感染症対策のため、オンラインで対応するなどした。 

(2) 「研究開発実施報告書」の配布（毎年） 

    「ＳＳＨ研究開発報告書」および「球陽ＳＳＨ生徒論文集」を作成し、全ＳＳＨ指定校、県内高等

学校に配布 

(3) 「ホームページ」の作成、および開発した教材の公開 

(4)  九州ＳＳＨ担当者会での成果発表（毎年） 

(5) 「沖縄県高等学校科学教育連絡協議会」での成果報告（適宜） 

(6)  ＳＳＨ主担当による中学校訪問と学校説明会 

 近隣の中学校を対象に、６月～７月にかけて令和元年度は５校を訪問した。本校の SSH 事業に係

る授業や SS クラブに関する説明を中学生と中学校職員に向けて行った。 

(7)  近隣中学校対象 SSH事業説明会、授業見学会 

   「SS 理数探究Ⅱ」中間報告会の本校生徒のポスター発表と国際英語科「国際探究Ⅰ」の授業見学や

ＳＳＨ事業説明会を通して、近隣の中学生や保護者、中学職員との交流を図り、本校の教育活動の周

知を図った。 

(8) 県内高等学校向け探究活動研修会（球陽高校ＳＳＨ探究活動シンポジウム） 

 本校で SSH 校として培ってきた探究的な活動を伴う科目の研究開発の成果とその指導のノウハウ

を伝える取り組みを行った。ＳＳＨ事業概要説明会、琉球大学大学院教授による教育講演会、ＳＳＨ

関連授業の公開授業、参加者での討論会を行った。県内各校における「総合的な探究の時間」のスム

ーズな運用を推進するための教員間の情報交換の場にすることができた。 
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○実施による成果とその評価 

事業毎に実施しているアンケートやＳＳＨ意識調査および学校独自アンケート結果をもとに検証した。

参加者数が少ない希望制の事業等は、記述欄や日頃の活動の様子を基に効果を推定した。 

(1) 幅広い知見を身に付けた主体的な探究心の育成 

 ・ＳＳ理数探究Ⅰにおいて「探究活動の基礎スキル講座」後に「研究領域選び」を行うことによって、

各分野での研究対象に対する主体的な探究心を養うことができた。 

 ・高大連携となる「球陽ＳＳＨ講座」やＳＳＨ講座・講演会などを通して、幅広い知見が身につき、科

学への探究心を育成する効果があった。 

(2) 探究活動を通した論理的思考力と表現力の育成 

 ・「ＳＳ理数探究Ⅱ」、「ＳＳ理数探究Ⅲ」、科学系部活動「ＳＳクラブ」において、各分野の研究成

果を各種大会に多数応募し、入賞するなどの成果があった。このことから、協働実践力・論理的思考

力・表現力を育成する「探究的なプログラム」が充実・発展してきたことがわかる。 

 ・球陽高校ＳＳＨ生徒研究発表会に向けた取り組みでは、発表者の「発表力」「論理的思考力」の向

上を図ることができた。特に、英語科との連携による英語の口頭発表では、英語運用能力を育むこ

とにつながった。 

(3) 対話的な協働実践力と国際性豊かなコミュニケーション能力の育成 

 ・学校設定科目「科学英語」では、ディベート活動を取り入れ、FLT と協力でカリキュラムを開発し、

ALT および JTE（日本人英語教諭）とティームティーチング体制で実践した。ディベートを核とし、

課題研究（SS 理数探究Ⅱ）とも関連するよう授業を構成した。本校理数科２学年の 85％超がディベ

ート活動を通して論理的思考力の重要性とディベートのスキルの今後の有用性を認識した。また様々

な社会的課題への意識や英語で話そうとする意欲の向上にも効果があった。 

 ・校内英語活動の活性化においては、今回グループで英語でのディスカッションやプレゼンテーション

を取り入れたサイエンス・イングリッシュラボの取り組み等において、生活の中にあるものと科学を

結びつけること、英語を使って実験を理解し、表現することに効果があった。今後の英語学習に対す

る動機付けにもなったと見られる。 
 

○実施上の課題と今後の取組 

(1) 幅広い知見を身に付けた主体的な探究心の育成 

 ・ＳＳ理数探究Ⅰでは研究の構成力や探究活動に必要な基礎スキルを育成するため、年度前半は 4つの

ラウンド（クリティカルシンキング、データ表現、データ解析、統計基礎）を新設して実施した。ア

ンケートで浮き彫りとなった表現力の更なる育成をすべく各ラウンドの改善を行っていく。 

 ・ＳＳＨ講座・講演会に関しては、先進的な理数教育やキャリア教育の視点を持って講座の内容を精査

し、目的に沿うような講師を選定する。 

(2) 探究活動を通した論理的思考力と表現力の育成 

 ・学校設定科目「ＳＳ理数探究Ⅱ」では、定期的な発表活動を評価するルーブリックや生徒の内面の思

考を評価するポートフォリオを活用した評価を導入した。今後は、通常授業や学校設定科目「ＳＳ理

数探究Ⅱ・Ⅲ」「国際探究Ⅰ・Ⅱ」において、生徒の実態に合わせた「主体性を含む多面的・総合的

評価」を取り入れた指導と評価の一体化の研究開発を行うとともに、ルーブリック評価をどのように

生徒へのフィードバックにつなげていくのかなど、運用面の研究・開発を行っていく。 

 ・今年度から中学校の同好会をサイエンス部として設置し、探究活動を行っている。今後は理数分野に

優れた中学生の能力をさらに伸長させる「中高一貫型科学技術人材育成プログラム」の研究開発を中

学校担当者と共同で行い、理系大学進学者の増加につなげていく。 

 ・探究活動を中心としたＳＳＨ事業は、大学進学や将来の職業を意識させる必要がある。今後は、大学

や企業との連携を深め、高大連携・企業連携型のキャリア教育や進路指導の体制を整えて行く。 

(3) 対話的な協働実践力と国際性豊かなコミュニケーション能力の育成 

 ・学校設定科目「科学英語」においては、年間を通したカリキュラムへと変更した。論理的な英語を話

す力の育成、および英語を話すことに負担感を感じる生徒へのサポートを意識した授業の工夫を継続

的に行う必要がある。英語に苦手意識をもつ生徒の負担感を解消し、科学的なディベートに取り組め

るよう指導の工夫・改善を行う。また、ディベート活動の評価方法の研究・開発も急務である。 

 ・校内英語活動の活性化については、１学年から理数科・国際英語科とも、英語表現や異文化理解、前

出の「科学英語」の授業の中で取り組んできたスピーチやプレゼンテーション活動により、そのスキ

ルや英語を話そうとする態度は育まれてきた。今後は、ディベート活動等で論理的思考力を鍛える訓
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練を積みながら、その思考力をベースに、より科学的・発展的な質問をする力を育てる授業デザイン

を研究・開発していく。 

 ・ＳＳＨ英語講座・講演会に、ディスカッションやプレゼンテーションを組み合わせることにより、生

徒の英語を理解する力は育成されているが、スムーズなやり取りにはまだ課題がある。しかし、など

のテーマには強い興味を示し、その重要性を認識していることから、トピックの工夫によって生徒の

英語学習の意欲を向上させ、必要な英語力を育成する必要がある。 

 ・これまで放課後などを利用して行ってきた英語講演会や英語によるワークショップを授業の校時内で

実施できるよう、カリキュラムや指導体制などを見直す必要がある。 

(4) 学校行事・教科指導における「育成する力」 

 ・本校のＳＳＨ事業で育成する資質・能力を「国際性」「主体性」「論理性」「対話的な協働実践力」

とし、本校における教育活動全体でＳＳＨ事業を通した人材育成を図る。これまでの課題研究だけで

なく、学校行事や各教科を通して育成する資質・能力を育む活動を行い、「カリキュラム・マネジメ

ント」の視点をもった授業改善を各教科で推進する。 
 

 


